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全
日
本
開
拓
者
連
盟
青
年

部
副
部
長
の
甲
斐
健
二
さ
ん

の
司
会
で
、
同
部
長
大
塚
裕

太
さ
ん
の
宣
言
に
よ
り
開
会

し
た
。
大
塚
部
長
は
「
生
産

資
材
を
輸
入
に
頼
っ
て
き
た

わ
が
国
の
農
業
は
、
極
め
て

厳
し
い
経
営
状
況
に
立
た
さ

れ
、
離
農
者
が
後
を
絶
た
な

い
。
今
の
難
局
を
何
と
し
て

も
乗
り
越
え
、
海
外
の
動
向

に
左
右
さ
れ
に
く
い
新
た
な

農
業
を
構
築
し
、
次
世
代
の

若
者
が
夢
を
抱
い
て
就
農
で

き
る
環
境
を
作
る
た
め
一
致

団
結
し
て
闘
お
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

続
い
て
、
大
会
運
営
委
員

長
の
菊
地
文
夫
全
日
本
開
拓

者
連
盟
委
員
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
青
年
女

性
研
修
会
は
４
年
振
り
、
全

国
開
拓
代
表
者
大
会
は
６
年

振
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。現
在
の
農
畜
産
業
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
と
円
安
の
影
響
か
ら
過

去
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
に
生

産
資
材
が
高
騰
し
、
か
つ
、

生
産
物
の
販
売
に
際
し
価
格

転
嫁
が
で
き
な
い
状
態
で
あ

り
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
何
と

し
て
も
こ
の
状
況
を
打
破
し

な
け
れ
ば
、
わ
が
国
農
畜
産

業
の
未
来
は
無
い
も
の
と
考

え
ま
す
。こ
の
大
会
を
通
じ
、

開
拓
者
の
皆
さ
ん
の
団
結
が

い
っ
そ
う
強
固
に
な
り
、
開

拓
営
農
が
さ
ら
に
発
展
す
る

足
が
か
り
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
表
明
し
た
。

次
に
、
衆
議
院
議
員
で
自

民
党
畜
産
・
酪
農
対
策
委
員

長
の
古
川
康
氏
が
来
賓
挨
拶

を
行
っ
た
（
２
面
参
照
）
。

来
賓
紹
介
、
情
勢
報
告
が

行
わ
れ
た
後
、
議
長
に
福
岡

県
畜
産
事
協
の
平
嶋
勝
博
代

表
理
事
理
事
長
が
選
出
さ

れ
、
議
案
審
議
に
入
っ
た
。

二
議
案
が
上
程
さ
れ
（
左

参
照
）
、
そ
れ
に
対
し
て
経

営
形
態
別
に
、
鈴
木
稔
さ
ん

（
岩
手
県
・
酪
農
）、
牧
原
保

さ
ん
（
鹿
児
島
県
・
肉
牛
）、

齋
藤
典
子
さ
ん
（
栃
木
県
・

養
豚
）
、
保
坂
充
さ
ん
（
栃

木
県
・
果
樹
蔬
菜
）
の
四
氏

が
意
見
表
明
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
経
営
状
況
の
厳
し
さ
を

訴
え
た
（
２
面
に
要
旨
）
。

そ
の
後
採
決
に
入
り
、
二

議
案
と
も
満
場
の
拍
手
で
原

案
ど
お
り
決
議
さ
れ
た
。

大
会
決
議
を
受
け
て
、
井

上
明
美
さ
ん
（
栃
木
県
・
和

牛
繁
殖
）
が
決
意
表
明
文
を

読
み
上
げ
、
大
会
の
総
意
と

し
て
満
場
の
拍
手
で
採
択
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
大
会
決
議

の
実
現
と
開
拓
営
農
・
開
拓

組
織
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期

し
て
、
井
上
さ
ん
の
発
声
で

「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
三
唱
。

最
後
に
大
会
運
営
副
委
員

長
の
西
谷
悟
郎
全
国
開
拓
振

興
協
会
会
長
の
閉
会
挨
拶
で

幕
を
閉
じ
た
。

夕
方
の
懇
親
会
で
は
、
青

年
部
副
部
長
の
鈴
田
隆
宏
さ

ん
の
司
会
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
・
全
開
連
・
全
国
開
拓
振
興
協
会
の
開
拓
中
央
三
団
体
は
１１
月

１６
日
、
東
京
の
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」
で
、
全
国
開
拓
代
表
者
大
会
と
全
国
開
拓

青
年
女
性
研
修
会
を
合
同
開
催
し
た
。
生
産
資
材
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
史
上
最
大
の
農

業
危
機
の
中
で
、
開
拓
地
営
農
の
維
持
・
発
展
を
期
す
る
た
め
に
全
国
か
ら
９０
名
が
集

結
し
、
難
局
を
打
破
す
る
確
固
た
る
意
志
を
確
認
す
る
と
共
に
、
団
結
を
誓
っ
た
。

上：集結した参加者
中：「がんばろう」三唱
下：大会を支えた青年

部役員
右から
大塚裕太部長
甲斐健二副部長
鈴田隆宏副部長

第
１
号
議
案
「
家
族
農
業

経
営
の
推
進
に
つ
い
て
」

（
提
出
者
：
圷
幸
一
岩
手
花

平
農
協
代
表
理
事
組
合
長
）

『
地
域
農
業
は
、生
態
系
を

守
り
、
自
然
や
土
地
の
持
つ

能
力
を
大
い
に
発
揮
さ
せ
、

耕
作
地
に
お
け
る
生
産
性
を

維
持
し
て
き
ま
し
た
。
水
利

や
農
道
等
の
維
持
管
理
、
地

域
活
動
の
伝
承
な
ど
が
農
家

に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
農
業
全
体
の
衰
退
が
懸

念
さ
れ
る
中
で
、
農
畜
産
業

は
大
規
模
化
へ
と
変
貌
し
、

企
業
等
の
農
業
参
入
に
つ
い

て
国
も
進
め
て
い
ま
す
。

家
族
農
業
の
推
進
は
、
自

然
環
境
を
守
り
、
食
料
生
産

環
境
の
改
善
に
も
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
あ

た
り
、
家
族
農
業
経
営
の
持

続
的
な
経
営
継
承
と
活
性
化

へ
の
支
援
強
化
を
求
め
る
』

第
２
号
議
案
「
適
正
な
販

売
価
格
の
確
保
に
つ
い
て
」

（
同
：
平
木
勇
開
拓
な
が
さ

き
農
協
代
表
理
事
組
合
長
）

『
生
産
資
材
の
長
期
に
わ

た
る
高
騰
等
に
よ
り
農
業
経

営
は
疲
弊
し
、
先
の
見
え
な

い
将
来
に
大
き
な
不
安
を
抱

え
て
い
ま
す
。
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
一
番
の
原
因
は
、

農
業
は
生
産
者
が
コ
ス
ト
上

昇
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
で

き
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

国
民
の
豊
か
な
食
生
活
を

維
持
す
る
た
め
、
販
売
面
で

は
、
国
民
の
理
解
の
も
と
、

一
定
以
上
に
生
産
コ
ス
ト
が

上
昇
し
た
場
合
に
は
、
生
産

者
が
上
昇
分
を
適
切
に
販
売

価
格
に
転
嫁
で
き
る
仕
組
み

や
、
コ
ス
ト
上
昇
分
を
政
府

が
補
償
す
る
等
の
仕
組
み
の

早
急
な
整
備
を
求
め
る
』

合
同
大
会
の
翌
日
、
運
営

委
員
会
は
菊
地
委
員
長
を
は

じ
め
５
人
の
委
員
が
、
農
水

省
の
鈴
木
憲
和
副
大
臣
を
訪

ね
、
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

菊
地
委
員
長
が
、
鈴
木
副

大
臣
に
昨
日
決
議
し
た
要
請

文
を
手
渡
し
て
「
全
国
の
開

拓
者
た
ち
が
集
結
し

て
決
議
し
た
要
請
で

す
。
何
と
ぞ
実
現
さ

せ
て
下
さ
い
」
と
訴

え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
鈴

木
副
大
臣
は
「
地
元

（
山
形
県
）
で
も
開

拓
が
一
番
団
結
が
強

い
。大

規
模
化
が
進
む

中
で
、
地
域
を
支
え

る
た
め
に
ど
う
す
る
か
を
も

う
一
度
考
え
る
と
き
、
家
族

経
営
で
後
継
者
が
意
欲
を
も

っ
て
参
画
で
き
る
体
制
を
作

る
こ
と
が
大
切
だ
。
こ
れ
が

集
落
、
地
域
、
ひ
い
て
は
農

業
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

販
売
価
格
に
つ
い
て
は
む

ず
か
し
い
問
題
だ
。
国
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
輸
出
政
策

に
力
を
入
れ
、
価
格
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
。供
給
過
剰
で
、

作
物
を
作
ら
な
い
で
く
れ
と

い
う
政
策
で
は
生
産
者
の
意

欲
を
な
く
す
の
で
、
輸
出
を

伸
ば
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

全
国
開
拓
代
表
者
大
会
・

青
年
女
性
研
修
会
終
了
後
、

全
国
開
拓
振
興
協
会
の
講
演

会
事
業
に
よ
る
、
講
演
会
が

行
わ
れ
た
。

講
師
は
東
京
大
学
大
学
院

農
学
生
命
科
学
研
究
科
の
鈴

木
宣
弘
教
授
。
今
回
は
「
ど

う
す
る
日
本
の
農
畜
産
業
」

と
題
し
て
の
開
催
。

鈴
木
教
授
は
ま
ず
、
日
本

の
食
料
自
給
率
の
低
さ
に
触

れ
、
海
外
か
ら
の
物
流
が
停

止
し
た
ら
日
本
が
最
も
多
く

の
餓
死
者
が
出
る
国
と
な
る

と
指
摘
。
ま
た
、
お
金
を
出

せ
ば
食
料
を
買
え
る
時
代
は

え
ん

終
焉
す
る
。
不
測
の
事
態
に

国
民
の
命
を
守
る
た
め
に

は
、
地
域
農
業
を
守
る
こ
と

こ
そ
が
安
全
保
障
だ
。
軍
事

費
を
増
や
す
よ
り
、
地
域
農

業
の
基
盤
を
し
っ
か
り
作
る

こ
と
が
防
衛
で
あ
る
、
な
ど

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
講
演
会
の
模
様
は
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
し
て
、
１２
月
中
に
各

会
員
に
配
布
す
る
予
定
。

要
請
書
を
手
渡
す
菊
地
委
員
長
（
右
）

運
営
委
員
が
鈴
木
副
大
臣
に
要
請

全
国
開
拓
代
表
者
大
会

全
国
開
拓
青
年
女
性
研
修
会

全
国
開
拓
代
表
者
大
会

全
国
開
拓
青
年
女
性
研
修
会
合同開催合同開催

後
継
者
が
意
欲
を
持
て
る
体
制
作
り
へ

家
族
農
業
経
営
維
持
と
適
正
な
販
売
価
格
確
保
へ

鈴
木
宣
弘
教
授
の
講
演
会

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
年
内
配
布
へ
振
興
協
会

・「食料・農業知っておきたい話」―１２８―（２面）
・九州開拓組織女性研修会 in 熊本 （３面）
・長峰区７０周年記念写真展開催（鹿児島）（４面）
・農場拝見 山中さん（福岡） （５面）
・コーヒー粕で敷料を代替 （６面）
・イネＷＣＳ給与中断でＶＡコントロール（７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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自
由
民
主
党
、
農
林
水
産

関
係
団
体
委
員
長
、
畜
産
・

酪
農
対
策
委
員
長
の
古
川
康

で
す
。

皆
さ
ま
の
汗
の
結
晶
で
あ

る
、
わ
が
国
の
豊
か
な
国
土

・
農
業
を
引
き
継
ぎ
、
開
拓

営
農
者
の
持
続
的
な
経
営
安

定
と
食
料
自
給
率
向
上
の
た

め
、
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
貴
連
盟
に
改
め
て

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

今
、
国
際
情
勢
が
不
安

に
な
り
、
世
界
の
食
料
需
給

を
巡
る
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今

後
の
世
界
人
口
の
激
増
も
想

定
す
る
と
、
わ
が
国
で
は
食

料
安
全
保
障
の
さ
ら
な
る
強

化
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
過
度
の
輸
入
依
存

か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
構
造

転
換
、
生
産
者
の
急
減
に
備

え
た
生
産
基
盤
の
構
造
転

換
、
国
民
一
人
一
人
の
食
料

安
全
保
障
の
確
立
を
目
指
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

食
料
安
全
保
障
の
強
化
、

環
境
対
応
、
人
口
減
少
へ
の

対
応
の
３
本
柱
を
中
心
に
、

意
欲
の
あ
る
若
者
や
農
業
者

が
夢
を
持
っ
て
農
業
に
取
り

組
め
る
よ
う
な
環
境
整
備
、

元
気
で
豊
か
な
農
村
の
次
世

代
へ
の
継
承
等
を
実
現
す
る

べ
く
、
皆
さ
ま
と
共
に
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
産
物
の
価
格
転
嫁
問
題

が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い

る
今
、
拙
著
『
協
同
組
合
と

農
業
経
済
〜
共
生
シ
ス
テ
ム

の
経
済
理
論
』
が
Ｊ
Ａ
研
究

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
に
は
意

味
が
あ
る
。
本
書
は
「
価
格

転
嫁
が
で
き
な
い
の
は
『
価

格
が
需
給
で
決
ま
る
』
か
ら

で
な
く
、
不
当
な
買
い
叩
き

圧
力
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
明

ら
か
に
し
、
ど
の
程
度
買
い

叩
か
れ
て
い
る
か
も
数
値
で

「
見
え
る
化
」
し
、
独
禁
法

を
適
用
す
べ
き
対
象
が
間
違

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

生
乳
共
販
な
ど
の

効
果
の「
見
え
る
化
」

市
場
原
理
主
義
経
済
学

は
、
規
制
撤
廃
こ
そ
が
社
会

の
経
済
的
利
益
を
最
大
化
す

る
と
説
く
が
、
そ
れ
は
市
場

参
加
者
が
誰
も
価
格
支
配
力

を
持
た
な
い
こ
と
を
前
提
と

し
た
架
空
の
理
論
で
あ
り
、

寡
占
的
構
造
が
常
態
化
し
て

い
る
現
実
社
会
で
は
、
規
制

緩
和
は
寡
占
的
企
業
へ
の
利

益
集
中
を
促
進
し
、
経
済
格

差
を
増
幅
す
る
た
め
、
正
当

化
さ
れ
な
い
。

農
産
物
を
買
い
叩
き
、
消

費
者
に
は
高
く
売
っ
て
差
益

を
増
や
そ
う
と
す
る
寡
占
的

企
業
の
行
動
を
抑
制
す
る
に

は
、
農
協
・
漁

協
・
生
協
な
ど

の
協
同
組
合
に

代
表
さ
れ
る
共

生
シ
ス
テ
ム
が

生
産
者
と
消
費

者
の
双
方
に
適
正
な
価
格
を

提
供
す
る
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
書
は
、
具
体
的
に
農
協

共
販
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
、

コ
メ
で
は
１
俵
約
３
０
０
０

円
、
牛
乳
で
は
１
㎏
約
１６
円

の
生
産
者
価
格
向
上
効
果
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
消

費
者
価
格
は
抑
制
し
て
い
る

こ
と
を
新
た
に
開
発
し
た
計

量
モ
デ
ル
で
実
証
し
た
。

買
い
叩
き
圧
力
の

「
見
え
る
化
」

さ
ら
に
、
取
引
交
渉
力
の

パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
０
〜
１

の
数
値
で
示
し
、
０
・
５
を

下
回
っ
て
い
る
と
農
業
サ
イ

ド
が
買
い
叩
か
れ
て
い
る
こ

と
を
示
す
指
標
を
開
発
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
品
目
で
数

値
が
０
・
５
を
下
回
り
、
農

協
共
販
の
効
果
は
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
で
も
、
ま
だ
、
買

い
手
側
に
有
利
な
価
格
形
成

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
特
に
、
牛
乳

と
コ
メ
が
顕
著
だ
。

今
、
農
業
生
産
資
材
高
騰

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
産
物

の
販
売
価
格
へ
の
価
格
転
嫁

が
十
分
で
き
ず
に
農
家
が
苦

し
ん
で
い
る
根
本
原
因
も
こ

こ
に
あ
る
。つ
ま
り
、価
格
転

嫁
が
で
き
な
い
の
は
「
価
格

が
需
給
で
決
ま
る
」
か
ら
で

な
く
、
不
当
な
買
い
叩
き
圧

力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
結
果
か
ら
、
「
農
協

共
販
に
よ
り
不
当
な
利
益
を

農
協
と
農
家
が
得
て
い
る
」

と
し
て
農
協
共
販
を
独
禁
法

で
取
り
締
ま
る
べ
き
と
す
る

規
制
改
革
推
進
会
議
な
ど
の

主
張
は
間
違
っ
て
お
り
、
農

協
共
販
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ

る
こ
と
こ
そ
が
有
効
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
、
本
来
は
小

売
り
部
門
の
「
優
越
的
地
位

の
濫
用
」
こ
そ
が
、
独
禁
法

上
取
り
締
ま
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
協

同
組
合
の
生
産
者
・
消
費
者

へ
の
貢
献
度
を
数
値
で
「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
で
協
同

組
合
研
究
の
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
を
拓
く
と
と
も
に
、
規
制

改
革
推
進
会
議
か
ら
の
農
業

協
同
組
合
へ
の
批
判
の
間
違

い
を
数
値
で
示
し
、
本
来
あ

る
べ
き
政
策
の
方
向
性
を
示

唆
し
た
。

研
究
の
経
緯
と
意
義

著
者
が
農
林
水
産
省
で
行

政
に
携
わ
っ
た
の
ち
、
研
究

職
に
転
じ
て
農
業
総
合
研
究

所
で
開
始
し
た
最
初
の
研
究

が
、
生
乳
の
価
格
形
成
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
出
発
点
と
し
て
、

九
州
大
学
、
東
京
大
学
の
学

生
指
導
と
研
究
活
動
の
中

で
、
酪
農
協
と
メ
ー
カ
ー
と

小
売
り
部
門
と
の
取
引
交
渉

力
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
数

値
化
に
取
り
組
ん
だ
。
さ
ら

に
は
、
コ
メ
や
野
菜
な
ど
の

他
部
門
も
含
め
て
、
農
業
協

同
組
合
の
価
格
形
成
に
お
け

る
役
割
の
数
値
に
よ
る
「
見

え
る
化
」
の
研
究
を
蓄
積
し

て
き
た
。

規
制
改
革
推
進
会
議
な
ど

に
よ
る
農
業
協
同
組
合
批
判

が
行
わ
れ
、
共
同
販
売
や
共

同
購
入
が
不
当
な
も
の
で
あ

る
か
の
よ
う
な
主
張
が
展
開

さ
れ
る
中
、
著
者
の
一
連
の

研
究
成
果
の
集
大
成
と
し

て
、
本
書
を
世
に
問
う
こ
と

に
よ
り
、
そ
う
し
た
批
判
の

間
違
い
・
不
当
性
を
明
確
に

数
値
で
示
す
こ
と
が
不
可
欠

と
判
断
し
、ま
と
め
上
げ
た
。

さ
ら
に
、
農
産
物
の
販
売

価
格
へ
の
価
格
転
嫁
が
十
分

で
き
ず
に
農
家
が
苦
し
ん
で

い
る
原
因
も
「
価
格
が
需
給

で
決
ま
る
」
か
ら
で
な
く
、

不
当
な
買
い
叩
き
圧
力
が
あ

る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
を
明

確
に
し
た
こ
と
も
、
今
後
の

対
策
の
検
討
に
資
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
今
回
の
受
賞
は
、

食
農
資
源
経
済
学
会
賞
に
続

く
受
賞
で
、
関
係
す
る
多
く

の
方
々
に
感
謝
し
た
い
。
拙

著
を
農
林
水
産
業
の
危
機
打

開
に
少
し
で
も
活
用
い
た
だ

き
た
い
。
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ＪＡ研究賞受賞

鈴
木
稔
さ

ん

（
岩
手
：
酪
農
）

私
は
岩
手
県
滝
沢
市
で
酪

農
を
営
ん
で
い
る
鈴
木
稔
で

す
。
２
年
前
に
親
か
ら
経
営

譲
渡
を
受
け
、
自
ら
の
手
で

経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
今
、
円
安
や
世
界
各
地

で
勃
発
す
る
戦
争
に
よ
り
、

生
産
資
材
費
が
高
騰
し
、
酪

農
家
は
非
常
に
厳
し
い
経
営

に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
乳
価

が
上
が
っ
た
と
は
い
え
、
資

材
価
格
の
高
騰
分
す
べ
て
を

価
格
転
嫁
で
き
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
子
ど
も
向
け
の
農

業
体
験
や
学
生
の
研
修
受
け

入
れ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
面
白
い
仕
事

だ
、農
業
を
や
っ
て
み
た
い
、

と
興
味
を
示
し
て
く
れ
ま
す

が
、
今
の
状
況
下
で
は
自
信

を
持
っ
て
農
業
を
や
っ
て
く

だ
さ
い
、
と
子
ど
も
た
ち
の

背
中
を
押
せ
ま
せ
ん
。

農
業
の
地
位
を
高
め
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
憧

れ
る
よ
う
な
職
業
に
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。
未
来
を

こ
の
手
で
守
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

牧
原
保
さ

ん（
鹿
児
島
：
肉
牛
）

か

の

や

私
は
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
で

肉
用
牛
の
繁
殖
一
貫
経
営
を

し
て
い
る
牧
原
保
で
す
。

今
、
需
要
減
退
か
ら
枝
肉

相
場
は
低
落
し
、
生
産
資
材

高
騰
で
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
厳
し
い
経
営
環
境

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
金
融
機

関
か
ら
の
資
金
調
達
も
難
し

く
な
り
、
経
営
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
私
た
ち
生
産
者

に
と
っ
て
死
活
問
題
で
す
。

問
題
は
①
生
産
資
材
高

騰
、
②
マ
ル
キ
ン
の
費
用
算

定
に
不
透
明
な
項
目
が
あ
る

こ
と
、
③
枝
肉
相
場
の
下
落

が
あ
り
ま
す
。
再
生
産
可
能

な
価
格
形
成
の
実
現
に
向
け

た
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と

を
強
く
要
請
し
ま
す
。

我
々
は
、
若
い
後
継
者
に

将
来
を
託
し
、
開
拓
系
統
組

織
の
総
力
を
あ
げ
、
日
本
の

農
業
、
畜
産
を
守
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
。

齋
藤
典
子
さ

ん（
栃
木
：
養
豚
）

栃
木
県
矢
板
市
で
養
豚
業

を
４０
年
営
ん
で
い
る
齋
藤
典

子
で
す
。
こ
の
４０
年
、
年
中

無
休
で
い
つ
か
安
定
し
た
暮

ら
し
が
し
た
い
、
そ
う
い
う

思
い
で
頑
張
り
、
経
営
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
か
ら
よ
う
や
く
息
子

に
経
営
譲
渡
の
環
境
が
整
い

ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
諸

物
価
高
騰
や
、
養
豚
で
は
豚

熱
問
題
で
フ
ェ
ン
ス
の
設
置

な
ど
の
場
内
整
備
で
お
金
の

か
か
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

ま
た
、
肉
の
値
段
は
飼
料

の
値
段
に
見
合
っ
て
い
る
の

か
、
先
行
き
が
不
透
明
で
心

配
要
因
が
増
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
普
通
に
仕
事

を
し
て
、
普
通
の
生
活
が
し

た
い
だ
け
で
す
。
畜
産
業
は

年
中
無
休
で
働
い
て
お
り
、

本
来
は
誰
よ
り
も
良
い
暮
ら

し
が
で
き
て
当
た
り
前
な
は

ず
で
す
が
、
現
状
は
生
活
費

を
切
り
詰
め
な
が
ら
何
と
か

生
活
し
て
い
る
状
態
で
す
。

国
は
、
畜
産
に
対
し
て
様

々
な
支
援
策
を
考
え
て
く
れ

て
い
ま
す
が
、
今
の
現
状
を

認
識
し
、
さ
ら
な
る
支
援
策

を
望
み
た
い
で
す
。

保
坂
充
さ

ん

（
栃
木
：
園
芸
）

私
は
栃
木
県
那
須
塩
原
市

で
園
芸
を
営
ん
で
い
る
保
坂

充
で
す
。
夏
は
高
冷
地
の
ハ

ウ
ス
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
、

冬
は
平
地
で
栃
木
特
産
の
イ

チ
ゴ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

１０
年
前
と
現
在
で
は
利
益

が
半
減
し
て
お
り
、
そ
こ
に

生
産
資
材
高
騰
で
生
産
コ
ス

ト
が
上
昇
し
、
経
営
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。
個
々
の
農
家

に
よ
る
経
営
改
善
等
で
は
限

界
に
近
い
状
況
で
す
。

我
々
の
地
域
で
は
我
が
家

も
含
め
多
く
の
後
継
者
が
お

り
ま
す
。
若
者
た
ち
が
夢
を

持
ち
、
安
心
し
て
営
農
を
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
国
に
よ
る

強
力
な
支
援
等
を
強
く
要
望

し
ま
す
。

本
日
出
席
し
て
い
る
方
々

に
は
、
地
方
組
織
の
役
職
員

を
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

非
常
事
態
と
言
っ
て
も
い
い

時
に
は
、
も
う
一
度
組
織
を

持
っ
て
い
る
意
味
を
考
え
、

我
々
役
職
員
は
農
家
を
守
る

た
め
に
奔
走
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

表 産地 vs 小売の取引交渉力の推定結果
産地 vs 小売
０．３７３
０．３７５
０．３８６
０．３８６
０．３９９
０．４１６
０．４４６
０．４７１

注）産地の取引交渉力が完全優位＝１、完全劣位＝０。飲用乳は
vs メーカー｡共販の力でコメは３０００円／６０㎏程度､牛乳は１６円
／㎏、農家手取りは増加できている。

品目
ばれいしょ
はくさい
キャベツ
たまねぎ
なす
ねぎ

ピーマン
だいこん

産地 vs 小売
０．１１０
０．１４０
０．２６１
０．２８４
０．３０９
０．３２３
０．３３３
０．３３８

品目
コメ
飲用乳

ほうれんそう
さといも
レタス
きゅうり
にんじん
トマト

代
表
者
大
会
の
来
賓
挨
拶

代
表
者
大
会
の
来
賓
挨
拶

代
表
者
大
会
の
意
見
表
明

代
表
者
大
会
の
意
見
表
明

衆
議
院
議
員

古
川
康
氏

衆
議
院
議
員

古
川
康
氏

価格転嫁できない原因を
「見える化」して問題の本質を考える

価格転嫁できない原因を
「見える化」して問題の本質を考える

東京大学大学院教授 鈴木宣弘氏
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全
開
連
西
日
本
支
所
は
１１

月
２２
日
、
熊
本
市
の
熊
本
商

工
会
議
所
で
、
「
九
州
開
拓

系
統
女
性
職
員
研
修
会
」
を

開
催
し
た
。
女
性
職
員
の
横

の
つ
な
が
り
を
深
め
、
日
々

の
業
務
の
課
題
の
共
有
や
、

女
性
な
ら
で
は
の
発
想
を
活

か
せ
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
で

集
ま
っ
た
。

現
在
、
試
行
錯
誤
の
中
に

あ
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

に
つ
い
て
、
講
師
に
よ
る
説

明
や
質
疑
応
答
と
、
女
性
職

員
同
士
の
情
報
交
換
や
討
論

を
交
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

第
一
部
で
は
、
熊
本
国
税

局
課
税
部
消
費
税
課
軽
減
税

率
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
係
長

の
門
脇
義
久
氏
に
よ
り
、「
適

格
請
求
書
等
保
存
方
式
の
概

要
」
、
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
お
い
て
事
業
者
が
注
意
す

べ
き
事
例
集
」
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
導
入
後
の
間
違
い
が
起

き
や
す
い
事
例
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
奨
励
金

の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て

や
、
組
合
員
農
家
が
子
牛
を

購
入
す
る
際
に
生
じ
て
い
る

問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

出
席
者
は
熱
心
に
講
演
を

聴
講
し
、
新
し
い
難
解
な
制

度
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
正

確
に
業
務
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ

い
て
研
鑽
を
深
め
た
。

第
二
部
で
は
、
２
班
に
分

か
れ
て
の
自
由
討
論
が
行
わ

れ
た
。
冒
頭
、
西
日
本
支
所

福
岡
事
業
所
の
増
田
所
長
が

「
初
の
女
性
研
修
会
と
い
う

こ
と
で
、
自
由
討
論
を
通
し

て
、
女
性
な
ら
で
は
の
組
織

へ
の
意
見
を
提
案
し
て
頂

き
、
今
後
の
組
織
運
営
に
反

映
し
て
い
き
た
い
。
活
発
な

議
論
を
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

討
論
で
は
、
業
務
に
お
け

る
男
女
の
格
差
や
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
対
処
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
た
。

今
回
の
研
修
で
、
各
団
体

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
課

題
や
、
日
常
業
務
で
の
問
題

点
な
ど
が
活
発
に
議
論
さ

れ
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な

っ
た
。

福
岡
県
畜
産
事
協
は
１１
月

２７
日
、
福
岡
市
中
央
卸
売
市

場
食
肉
市
場
で
２３
年
度
の
枝

肉
共
進
会
を
開
催
し
た
。
６

組
合
員
か
ら
交
雑
種
４
頭
ず

つ
、
計
２４
頭
（
去
勢
８
頭
、

雌
１６
頭
）
が
出
品
さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
()農

穂
坂
牧
場
の
出
品
牛
が
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
（
写
真
）。
２８

ヵ
月
齢
の
雌
で
、
種
雄
牛
は

「
北
美
津
久
」。
枝
肉
重
量
５

２
０
・
８
㎏
、
ロ

ー
ス
芯
面
積
７１

㎠
、
バ
ラ
の
厚
さ

８
・
０
㎝
、
Ｂ
Ｍ

Ｓ
№
９
、
格
付
は

Ａ
５
に
ラ
ン
ク
さ

れ
た
。

出
品
牛
全
体
の

成
績
は
、
平
均
枝

肉
重
量
が
５
６
６

・
４
㎏
（
去
勢
５
９
５
・
５

㎏
、
雌
５
５
１
・
８
㎏
）で
、

肉
質
３
等
級
以
上
比
率
は
９１

・
７
％
、
４
等
級
以
上
比
率

は
５８
・
３
％
と
好
成
績
だ
っ

た
。
枝
肉
重
量
は
前
年
よ
り

９
・
７
㎏
増
加
し
て
お
り
、

４
等
級
以
上
比
率
は
２５
・
０

㌽
増
と
な
っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

最
優
秀
賞

()農
穂
坂
牧
場

優
秀
賞

山
田
忠
義

優
良
賞

野
田
貴
文

左から穂坂さん、上栫（ウ
ワガキ）さん、落合さん

佐
賀
県
開
拓
畜
産
事
協
は

１１
月
３０
日
、
（
一
社
）
佐
賀

県
畜
産
公
社
で
第
８
回
佐
賀

開
拓
び
よ
り
牛
・
開
拓
豚
枝

肉
共
進
会
を
開
催
し
た
。
今

回
は
、
黒
毛
和
種
１８
頭
（
全

て
去
勢
）、
交
雑
種
４
頭（
去

勢
２
頭
、
雌
２
頭
）
が
そ
れ

ぞ
れ
出
品
さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
黒

毛
和
種
か
ら
選
ぶ
最
優
秀
賞

は
、
山
口
義
男
氏
の
出
品
牛

に
輝
い
た
。
生
後
２６
ヵ
月

齢
、
父
「
福
之
姫
」
・
母
の

父
「
百
合
茂
」
・
祖
母
の
父

「
安
福
久
」
、
枝
肉
重
量
５

５
４
・
７
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面

積
１
１
１
㎠
、
バ
ラ
厚
９
・

１
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、
格
付

Ａ
５
、
歩
留
基
準
値
８１
・
７

と
、
申
し
分
な
い
枝
肉
だ
っ

た
。黒

毛
和
種
全
体
の
成
績

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５
６

５
・
７
㎏
、
肉
質
４
等
級
以

上
比
率
１
０
０
％
、
５
等
級

比
率
９４
・
４
％
。
各
測
定
値

の
平
均
は
、
ロ
ー
ス
芯
面
積

８０
・
６
㎠
、
バ
ラ
厚
８
・
９

㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１１
・
３
、
歩

留
基
準
値
７２
・
８
だ
っ
た
。

交
雑
種
の
優
秀
賞
は
、
㈲

樋
口
畜
産
の
出
品
牛（
去
勢
）

で
、
生
後
２８
ヵ
月
齢
、
種
雄

牛
「
百
合
勝
安
」
、
枝
肉
重

量
５
８
２
・
８
㎏
、
ロ
ー
ス

芯
面
積
５５
㎠
、
バ
ラ
厚
８
・

３
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
５
、
格
付

Ｂ
３
、
歩
留
基
準
値
７０
・
４

だ
っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

【
黒
毛
和
種
部
門
】

最
優
秀
賞

山
口
義
男

優
秀
賞

山
口
義
男

優
良
賞

井
上
富
男

優
良
賞

德
久
健
一
郎

【
交
雑
種
部
門
】

優
秀
賞

㈲
樋
口
畜
産

自由討論の様子
上：１班・下：２班

最
優
秀
賞
の
山
口
さ
ん

つ
く
り

茨
城
県
つ
く
ば
市
の
南
作

や谷
開
拓
は
、
筑
波
山
の
南
西

麓
に
あ
り
、
台
地
が
広
が
っ

て
い
る
。

戦
時
中
は
陸
軍
西
筑
波
飛

行
場
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
開

拓
事
業
の
対
象
と
な
っ
た
。

８５
（
昭
和
６０
）
年
に
建
て

ら
れ
た
碑
に
南
作
谷
開
拓
の

歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で

紹
介
す
る
。

「
創
郷
之
碑
」

自
立
農
家
を
目
指
す
５４
戸

が
開
拓
の
鍬
を
お
ろ
し
た
の

は
４６
年
、
続
い
て
国
の
開
拓

増
産
の
訓
練
を
受
け
た
１３
戸

が
加
わ
っ
た
。

や

甚
だ
し
い
痩
せ
地
に
加

え
、
肥
料
・
農
具
は
不
足
、

収
穫
は
皆
無
に
近
く
、
そ
の

た
め
こ
の
地
を
離
れ
る
者
が

多
か
っ
た
。明

日
に
希
望
を
繋

ぎ
、
家
族
を
あ
げ
て

の
努
力
を
続
け
る
う

ち
、
国
の
助
成
や
融

資
も
あ
り
、
経
営
の

危
機
を
続
け
な
が
ら

も
、
次
第
に
収
穫
物

と
家
畜
の
増
加
を
見

る
よ
う
に
な
っ
た
。

幾
度
か
凍
霜
害
・

冷
害
・
干
害
が
あ
っ

て
、
経
営
基
盤
の
浅

い
我
々
を
苦
し
め
た
が
全
員

よ
く
耐
え
凌
い
だ
。

５８
年
に
始
め
た
芝
の
作
付

け
は
こ
の
地
に
適
す
る
た

め
、
急
速
に
広
が
り
、
全
国

有
数
の
生
産
地
と
な
る
に
至

っ
て
い
る
。

６０
年
代
か
ら
入
郷
す
る
者

増
加
し
た
が
、
よ
く
協
力
・

融
和
し
、
い
さ
さ
か
の
違
和

も
な
い
。

む
ら
創
り
４０
年
に
際
し
、

改
め
て
過
去
の
苦
難
を
回
想

す
る
と
と
も
に
、
将
来
も
益

々
協
調
し
、
繫
栄
す
る
の
を

願
い
、記
念
の
碑
を
建
て
る
。

８５
年
１１
月
吉
日

南
作
谷
区
民
一
同

痩
せ
た
土
地
で
困
窮
し
て

い
た
頃
に
、
こ
の
よ
う
な
土

地
で
も
育
つ
芝
生
が
、
ゴ
ル

フ
ブ
ー
ム
で
高
値
が
つ
く
と

い
う
話
を
聞
き
、
芝
生
の
栽

培
に
望
み
を
託
し
た
。

６９
年
頃
の
第
二
次
ゴ
ル
フ

ブ
ー
ム
と
共
に
芝
栽
培
は
急

速
に
規
模
を
拡
大
し
、
他
の

集
落
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

現
在
、
茨
城
県
は
芝
の
日

本
一
の
産
地
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
つ
く
ば
市
で
生
産
さ

れ
て
い
る
。「
創
郷
之
碑
」
の

周
り
は
、
今
も
壮
大
な
芝
の

畑
が
広
が
り
、
筑
波
山
の
ふ

も
と
を
緑
で
染
め
て
い
る
。

開
拓
な
が
さ
き
農
協
は
１２

月
１１
日
、
福
岡
市
中
央
卸
売

市
場
食
肉
市
場
で
第
１３
回
開

拓
な
が
さ
き
畜
産
共
進
会
を

開
催
し
た
。
今
回
は
、
開
拓

交
雑
牛
２８
頭
（
去
勢
１９
頭
、

雌
９
頭
）
、
開
拓
和
牛
３
頭

（
全
て
去
勢
）
、
が
そ
れ
ぞ

れ
出
品
さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
開

拓
交
雑
牛
の
最
優
秀
賞
は
、

㈱
坂
口
畜
産
の
出
品
牛
（
去

勢
）
で
、
生
後
２６
ヵ
月
齢
、

種
雄
牛
「
幸
忠
栄
」
、
枝
肉

重
量
６
８
３
・
１
㎏
、
ロ
ー

ス
芯
面
積
６９
㎠
、
バ
ラ
厚
９

・
４
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１０
、
格

付
Ａ
５
、
歩
留
基
準
値
７２
・

０
と
、
申
し
分
な
い
枝
肉
だ

っ
た
。

交
雑
牛
全
体
の
成
績
は
、

平
均
枝
肉
重
量
が
５
９
８
・

４
㎏
（
去
勢
６
１
０
・
９

㎏
、
雌
５
７
２
・
１
㎏
）
、

肉
質
３
等
級
以
上
比
率
１
０

０
％
、
４
等
級
以
上
比
率
６７

・
９
％
。
各
測
定
値
の
平
均

は
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
６２
・
９

㎠
、
バ
ラ
厚
８
・
１
㎝
、
Ｂ

Ｍ
Ｓ
№
６
・
１
、
歩
留
基
準

値
７０
・
６
だ
っ
た
。

開
拓
和
牛
の
特
別
賞
は
、

か
つ

み

増
田
勝
實
氏
の
出
品
牛
に
輝

い
た
。
生
後
２７
ヵ
月
齢
、
父

「
金
太
郎
３
」
・
母
の
父
「
安

福
久
」
・
祖
母
の
父
「
忠
富

士
」
、
枝
肉
重
量
６
２
５
・

６
㎏
、ロ
ー
ス
芯
面
積
８７
㎠
、

バ
ラ
厚
９
・
８
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

№
１２
、
格
付
Ａ
５
、
歩
留
基

準
値
７８
・
２
だ
っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

【
開
拓
交
雑
牛
部
門
】

最
優
秀
賞

㈱
坂
口
畜
産

優
秀
賞

松
尾
生
男

優
良
賞
１
席

㈱
坂
口
畜
産

優
良
賞
２
席

鈴
田
信
秀

【
開
拓
和
牛
部
門
】

特
別
賞

増
田
勝
實

最優秀賞の
坂口さん

イ
ン
ボ
イ
ス
研
修
・
討
論
で
交
流

筑波山麓で芝の日本一へ
茨城県つくば市・南作谷開拓

九
州
開
拓
系
統
女
性
職
員
研
修
会

九
州
開
拓
系
統
女
性
職
員
研
修
会

最
優
秀
賞
に
()農
穂
坂
牧
場

福
岡
県
畜
産
事
協
枝
肉
共
進
会

㈱
坂
口
畜
産
が
最
優
秀
賞

開
拓
な
が
さ
き
畜
産
共
進
会

山
口
氏
に
最
優
秀
賞

佐
賀
開
拓
び
よ
り
牛
・
開
拓
豚
枝
肉
共
進
会



（4）第788号（毎月１回１５日発行）開 拓 情 報2023年（令和5年）12月15日

各
地
で
開
拓
農
家
の
頑
張

り
を
伝
え
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

屋
久
島
国
際
写
真
祭
は
９
月

２３
日
、
長
峰
区
７０
周
年
記
念

の
行
事
と
し
て
、
「
Ｆ
Ｏ
Ｕ

Ｎ
Ｄ

Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ａ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｓ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ

Ｅ
Ｃ
Ｔ

♯
０４
長
峰
」
を
開

催
し
た
。

戦
後
開
拓
地
だ
っ
た
長
峰

区
の
開
拓
当
時
の
歴
史
を
、

デ
ジ
タ
ル
保
存
・
共
有
す
る

こ
と
が
目
的
。
区
の
協
力
の

下
、
当
時
の
開
拓
や
生
活
の

様
子
が
分
か
る
古
写
真
を
収

集
。
ス
ラ
イ
ド
に
し
て
長
峰

生
活
館
で
上
映
し
た
。
展
示

内
容
と
長
峰
地
区
の
歴
史
を

紹
介
す
る
。

◇
長
峰
地
区
の
成
り
立
ち

現
在
の
長
峰
区
に
当
た
る

こ

せ

だ

場
所
で
は
、小
瀬
田
地
域（
現

在
も
長
峰
に
小
瀬
田
の
地
名

は
住
所
と
し
て
残
っ
て
い

る
）
に
、
４６
（
昭
和
２１
）
年

頃
に
最
初
の
入
植
が
始
ま
っ

あ
け
ぼ
の

た
。
５２
年
、
小
瀬
田
、
曙
、

瑞
穂
の
３
つ
の
組
合
が
合
併

し
て
長
峰
開
拓
農
協
が
発

足
。そ

の
後
デ
ン
プ
ン
工
場
を

誘
致
し
、
カ
ン
シ
ョ
か
ら
デ

ン
プ
ン
を
生
産
し
た
。
５６
年

に
長
峰
（
当
時
の
資
料
は

「
峯
」
表
記
も
混
在
）
地
区

へ
の
１
７
３
戸
全
戸
の
入
植

が
完
了
。
５７
年
に
は
上
屋
久

開
拓
農
協
に
改
名
し
、
総
戸

数
３
２
２
戸
と
な
っ
た
。

◇
き
び
し
い
自
然
の
屋
久

島
で
奮
闘
し
た
開
拓
農
家

屋
久
島
は
自
然
環
境
が
き

び
し
く
、
開
拓
を
進
め
る
に

は
非
常
に
過
酷
な
環
境
だ
っ

た
。なた

か
ま

鉈
や
鎌
で
の
雑
竹
林
の
伐

開
、
雑
木
草
の
焼
き
払
い
、

く
わ

抜
根
、
開
拓
鍬
で
の
掘
り
起

こ
し
、
砕
土
、
草
木
根
と
石

れ
き礫

除
去
、
整
地
―
の
手
順
で

開
墾
。
真
夏
は
ツ
ワ
の
葉
を

被
っ
て
開
拓
を
進
め
た
。
し

か
し
、
植
え
て
も
植
え
て
も

農
作
物
は
毎
年
の
よ
う
に
台

か
ん
ば
つ

風
や
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
た
。

農
協
直
営
農
場
を
設
置
し

サ
ト
ウ
キ
ビ
、
落
花
生
な
ど

を
生
産
。
そ
の
後
、
サ
ト
イ

モ
や
バ
レ
イ
シ
ョ
な
ど
も
栽

培
し
た
が
成
果
が
上
が
ら

ず
、
和
牛
の
飼
育
頭
数
も
相

当
数
に
上
っ
た
が
、
７１
年
時

点
で
若
干
の
生
産
者
が
残
る

の
み
に
。
７２
年
に
は
翌
年
度

末
の
解
散
を
決
議
し
た
。

◇
開
拓
魂
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
屋
久
島
の
玄
関
口
に

後
に
長
峰
区
に
は
、
空
港

や
行
政
機
関
が
置
か
れ
、
現

在
は
屋
久
島
の
玄
関
口
と
な

っ
て
い
る
。
長
峰
神
社
横
に

現
在
も
「
拓
魂
」
の
碑
が
あ

り
、
長
峰
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
も
屋
久
島
島
内
の
茶

園
販
売
所
や
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ

ー
で
も
放
映
さ
れ
、
お
孫
さ

ん
を
連
れ
て
当
時
の
話
を
し

な
が
ら
見
学
す
る
開
拓
農
家

の
姿
も
み
ら
れ
た
。

当
時
の
困
難
な
状
況
を
切

り
抜
け
た
開
拓
農
家
の
歴
史

が
、
多
く
の
人
に
引
き
継
が

れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

紀
尾
井
町
戦
略
研
究
所
㈱

は
１０
月
２０
日
、
「
日
本
の
農

業
に
関
す
る
意
識
調
査
」
の

結
果
を
公
表
し
た
。
全
国
の

１８
歳
以
上
の
男
女
１
千
人
か

ら
回
答
を
得
た
も
の
。

■
現
状
の
食
料
自
給
率
と

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

「
食
料
自
給
率
が
、
６５
年

の
７３
％
か
ら
２２
年
時
点
で
３８

％
ま
で
減
少
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」
で

は
、
「
問
題
」「
や
や
問
題
」

合
わ
せ
て
、
「
問
題
だ
と
思

う
」
は
９４
・
３
％
に
上
っ

た
。
「
政
府
が
掲
げ
る
３０
年

度
ま
で
に
４５
％
に
す
る
と
い

う
目
標
」
は
「
達
成
で
き
な

い
と
思
う
」
が
７２
・
３
％

と
、
多
数
を
占
め
た
。
「
達

成
で
き
る
と
思
う
」
は
６
・

４
％
だ
っ
た
。

■
農
業
の
補
助
金
と
農
業

従
事
者
へ
の
意
識

一
方
、
「
日
本
の
農
業
へ

の
政
府
の
補
助
金
に
つ
い

て
」
で
は
、
「
食
料
自
給
は

重
要
だ
が
補
助
金
以
外
の
方

法
も
検
討
す
べ
き
」
が
５９
・

６
％
と
な
っ
た
。
「
重
要
な

の
で
補
助
金
優
遇
は
や
む
を

得
な
い
」
は
２６
・
３
％
だ
っ

た
。
「
お
か
し
い
」
は
７
・

６
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
、
「
小
麦
・
ダ
イ
ズ

の
自
給
率
向
上
の
た
め
の
補

助
金
に
つ
い
て
」で
も
、「
自

給
率
は
重
要
だ
が
多
額
の
補

助
は
再
考
す
べ
き
だ
」
が
５６

・
０
％
を
占
め
た
。

「
農
業
従
事
者
を
増
や
す

た
め
に
何
が
で
き
る
と
思
う

か
」
は
、
下
図
の
と
お
り
。

生
産
者
の
所
得
向
上
の
た
め

の
施
策
を
実
施
す
べ
き
と
の

意
見
が
最
も
多
か
っ
た
。

■
輸
出
へ
の
意
識

「
コ
メ
に
つ
い
て
、
増
産

や
輸
出
増
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
う
か
」
に
つ
い
て
は
、

「
増
や
す
べ
き
」
が
２３
・
４

％
、
「
検
討
す
べ
き
」
が
４９

・
６
％
と
、
前
向
き
に
検
討

す
べ
き
と
の
意
見
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

コ
メ
の
消
費
拡
大
や
、
農

業
へ
の
補
助
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
消
費
者
の
理
解
醸
成

が
重
要
と
な
る
。

㈱
ク
ロ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
１０
月
１２
日
、
「
お
茶

に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を

公
表
し
た
。
２０
〜
６０
代
の
男

女
１
１
０
０
人
が
対
象
。

「
お
茶
の
飲
み
方
」
は
、

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
が
５１
・

５
％
、
「
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
」

が
４３
・
０
％
、
「
急
須
や
茶

こ
し
で
茶
葉
か
ら
淹
れ
る
」

が
２７
・
６
％
の
順
と
な
っ
た
。

テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
で
お
茶
を
飲

む
人
は
、
女
性
の
方
が
１９
・

８
％
多
い
。

「
普
段
飲
む
お
茶
の
種
類
」

は
、
図
の
と
お
り
。
緑
茶
と

麦
茶
が
多
く
、
３０
代
は
麦
茶

が
５７
・
６
％
、
ル
イ
ボ
ス
テ

ィ
ー
が
２３
・
５
％
と
他
世
代

よ
り
も
割
合
が
高
か
っ
た
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
㈱
は

１０
月
１９
日
、
「
農
業
景
況

特
別
調
査
（
２３
年
７
月
）
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。
調
査

対
象
は
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金

ま
た
は
農
業
改
良
資
金
の
融

資
を
受
け
て
い
る
生
産
者

で
、
５
３
２
０
先
か
ら
回
答

を
得
た
。

「
ど
ん
な
人
材
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
」
と
い

う
問
い
で
は
、「
管
理
監
督
が

で
き
る
人
材
」が
４４
・
１
％
、

「
現
場
作
業
の
遂
行
能
力
を

持
つ
人
材
」
が
４３
・
３
％
、

「
経
営
判
断
を
担
え
る
人
材
」

が
２９
・
０
％
の
順
と
な
っ
た
。

「
人
材
育
成
の
悩
み
」は
、

図
の
と
お
り
。
時
間
的
余
裕

が
な
い
こ
と
、
育
成
を
担
う

人
材
の
不
足
や
経
費
の
負
担

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

写真提供：２枚ともに特定非営利活動法人 屋久島国際写真祭

「
普
段
よ
く
飲
む
お
茶
」緑
茶
、麦
茶
が
５
割
超

屋
久
島
長
峰
区
７０
周
年

記
念
写
真
展
開
催

屋
久
島
長
峰
区
７０
周
年

記
念
写
真
展
開
催

鹿児島県

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
用
が
ト
ッ
プ

スライドで展示された古写真の１枚

展示を見学する皆さん

戦
後
開
拓
農
家
の
家
族
写
真
を
展
示

管
理
監
督
可
能
な
人
材
を
育
成

時
間
的
余
裕
の
な
さ
が
課
題

約６割でコメの輸出増に賛同

食料自給率４５％
「達成困難」７割超
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福岡県飯塚市南部を走る国道２００号
う ち の しゅく

線沿いに長崎街道内野宿がある。当時
の面影を色濃く残す宿場を抜け、細い

か く い

山道を登っていくと、やがて内野鹿喰
という開拓地にたどり着く。同地の開
拓果樹農家がテレビ朝日系列「ポツン
と一軒家」という番組で紹介されたの
で、取材に訪れた。
開拓の歴史と経営形態
果樹園は、開拓２世である山中建治
さん（８８）が１人で経営。近年は、埼
玉県に住む妹の千代子さんが春～秋の
繁忙期に住み込みで手伝いに来てい
る。５～６反ほどの段々畑で、梨を６０
本、ブドウを１５本栽培するほか、ユズ
やスダチも栽培している。収穫したこ

れらの果実は、近隣のファーマーズマ
ーケットやスーパーに出荷している。
戦後、韓国から家族全員で引き揚げ
入植。当時、国有林だったスギ林を伐
採してもらい、伐採跡をきれいに焼い
て、機械がないため自らの手で一鍬一
鍬開墾していった。土壌は酸性に偏っ
ていたため炭カルの支給があったが、
道が整備されていなかったため、下の

か つ

集落から１俵ずつ担いで運ぶ必要があ
った。集落全体で借金をして電柱を立
てるまではランプ生活、水源を見つけ

く

て水を引くまでは川まで汲みに行った
りと、幼少期から厳しい生活を送った。
当初は、段々畑でサツマイモなどを
栽培することで生計を立てていたが、
復興景気で値段が暴落。地元のナシ農
家に住み込みで栽培法を学び、ナシの
栽培を開始した。鶏を１０００羽規模で飼

養していたこともあったとのこと。家
計を助けるために県内外でトラック運
転手として働きながらも休日は剪定な
どを手伝っていたが、定年を機に戻り、
現在に至る。
なお、同開拓地には記録では１５戸入
植したとあるが、現在は山中さんが最
後の１戸となっている。
果樹栽培で力を入れていること
果樹栽培で気を付けていることは、
木をよく見ることだという。建治さん
が栽培する二十世紀ナシは、美味しさ
だけでなく果実の肌のきれいさにも気
を配る必要があるため、袋掛けや落ち
葉掃きなど、とにかく基本的なことは
しっかり行っているとのこと。
また、地力維持のために有機肥料（魚
の骨の粉末、カニの殻や油粕など）や
酪農場の堆肥を施用している。そのた
め、農家仲間には土が柔らかくてホク
ホクしていると好評。建治さんは「土
は財産だ」と語る。

収穫したナシを頂いたが、程よい甘
さとみずみずしさがあり、大変美味し
かった。
テレビ放送の反響
これまで建治さん１人で栽培管理を
行ってきたが、放送後、草刈りや収穫
などを手伝ってくれるボランティアが
県内外から訪れるようになった。取材
当日もボランティアの姿が見られた。
また、後継者がいないことが悩みの
種だったが、テレビを見た多くの人か
ら後継者になりたいという問い合わせ
が沢山あった。その中から、東京で長年
会社勤めをしていた上村さん（５９）を
後継者として迎え、寝食を共にしなが
ら栽培技術を教えている。作業量が非
常に多く、農業経験もないので難しい
ことが多いが、建治さんの立派なナシ
園を守っていきたいと語ってくれた。
開拓者の想いとナシ園が途絶えるこ
となく、次の世代へと引き継がれてい
く姿を見ることができた。

昨今、国産濃厚飼料として、水田を
生産基盤とする子実用トウモロコシの
栽培が広がりつつある。
１１月末の鹿沼市（栃木県）を訪れる
と、子実用トウモロコシの収穫が進め
られていた。栃木県開拓農協は、水田
作を行う農業生産法人と契約し、子実

用トウモロコシの栽培と収穫を委託、
購入している。６～７月頃に播種し、
１１～１２月頃に収穫する栽培体系となっ
ている。この時期に収穫すると、トウ
モロコシが乾燥しているため、収穫作
業が容易となる。今年は、１０ａ当たり
４００～６００㎏ほどの収穫量となってお

り、去年より多い
収穫量となった。
さらに、播種を４
～５月に早めるこ
とで収穫量は８００
㎏～１ｔにもなる
という。
収穫後は、同法
人の乾燥機で乾燥
後、倉庫で保存す
る。年明けに飼料
メーカーに持ち込
み、加熱・圧ぺん
し、飼料化している。飼料として、同
農協管内の養豚農家が４軒５農場、肉
牛農家が２軒、給与している。
子実用トウモロコシは、湿害に弱い
ほか、虫による被害も問題となる。同
法人の場合、アワノメイガによる被害
が大きく、被害果からカビ毒につなが
る恐れがある。今年度、防除に効果的
な薬剤が適用拡大登録されたため、ド
ローンを用いた農薬散布をしたとこ
ろ、被害は激減したという。
今後の展望を同農協の神山次長に尋
ねると、様々な課題が見えてきた。飼
料メーカーにトウモロコシを持ち込む
際、海外産と国内産で明確に分ける必
要があるとのこと。法整備が進み、持

ち込みやすくはなってきたそうだが、
効率性も課題となっている。
また、最も重要な課題として、助成
金や補助金が無いと国産化は成り立た
ないという。今後も取り組みを続ける
予定ではあるが、コストに見合った収
穫量の確保など、課題は多く残されて
いる。

農水省が１０月３１日に公表した「２３年
耕地面積（７月１５日現在）」によると、
全国の田畑計の耕地面積は４２９万７０００
ha で、前年に比べ２万８０００ha（０．６％）
減少した。荒廃農地からの再生などに
よる増加があったものの、耕地の荒廃
・転用などが影響し、全体では減少し
ている。
田の耕地面積は２３３万５０００ha で、１
万７０００ha（０．７％）減少した。地域別に
みると、東北は４３００ha（０．７％）、九州

と う さ ん

は３２００ha（１．１％）、関東・東山（山梨
県・長野県・岐阜県）は２５００ha（０．６％）
とそれぞれ減少した。今年も去年に続

いて全地域で減少している。
畑の耕地面積は１９６万２０００ha で、
１万１０００ha（０．６％）減少した。地域
別にみると、関東・東山は２８００ha
（０．９％）、東北は２４００ha（１．０％）、
九州は１６００ha（０．８％）減少した。畑
は、変動がなかった北陸を除く、他
のすべての地域で減少した。
畑耕地の種類別面積を見ると、普
通畑は１１２万 ha で３０００ha（０．３％）
減、樹園地は２５万３５００ha で５１００ha
（２％）減、牧草地は５８万９０００ha
で２３００ha（０．４％）減となった。地域
別にみると、九州で普通畑が６００ha
増、沖縄で牧草地が４０ha 増となった
以外はすべて同率または減少してい
る。

ナシ栽培に取り組む開拓２世と第三者継承
福岡県飯塚市内野鹿喰

山中建治さん・千代子さん・上村さん

山中に囲まれた果樹園全景

左から建治さん、千代子さん、
上村さん

飼料用子実トウモロコシの収穫進む
栃木開拓の挑戦を紹介

コンバインを用いて収穫田畑ともに減少傾向
２３年耕地面積

その場で粒状に
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オガ粉やバーク材が不足して価格が
高騰しており、敷料としての確保が困
難な畜産農家が出てきている。
敷料不足に対応するため、オガ粉の
代わりに、コーヒー粕を敷料に利用す
る実証試験を行っている Kalm 角山
（北海道江別市・以下、実証農場）と
農研機構を取材した。
～実証農場でコーヒー粕とモミ殻を
混合使用～
コーヒー粕単体の水分率は約６５％

で、現状で確認できているだけでも年
間３０万ｔが飲料工場から廃棄されてい
る。
実証農場では、以前は敷料にオガ粉
のみを利用していたが、１９年に取り引
き先のオガ粉生産業者が廃業となり、
オガ粉の入手が難しくなったことか
ら、代替敷料を探すこととなった。
現在は、地域から発生するコーヒー
粕とモミ殻を５：５の割合で混ぜ、水
分率を５５％程度にすることで敷料とし
て利用していて、オガ粉利用時に比べ
て乳房炎等のトラブルは減少した。
～密閉縦型堆肥化装置が生産簡易化
に役立ち～
水分の低い、より高品質な敷料を生
産するための取り組みも始まってい
る。
「密閉縦型堆肥化装置（養豚場・養鶏
場で普及率が高い）」を用いると、コ
ーヒー粕の発酵乾燥が短時間で大量に

は い と う み つ

行える。発酵促進のため廃糖蜜を添加
してコーヒー粕の発酵を行った結果、
モミガラを混ぜずとも、水分率を３５％
以下まで乾燥させることができた。
乾燥したコーヒー粕は体積当たりで
みるとオガ粉以上の吸水率があり、牛
の横臥利用時間でもオガ粉と同等の快
適性が確認された（図）。また、大腸
菌群も、敷料として利用できる基準を
満たし、オガ粉と同等以上の品質とな
った。
コーヒー粕の他にも、年間３０万ｔが
発生するキノコの廃菌床や茶粕などの
資材についても同様の試験が行われて

いて、敷料不足への対応技術
として期待が高まっている。
これらの試験は、農林水産
省「スマート農業実証プロジ
ェクト（ペレット堆肥活用促
進のための技術開発・実証）」
により、今後２年間にわたっ
て進められる。

生産資材価格や燃料費の高騰によ
り、廃棄物を利用した資源の再生や発
電など、資源の有効活用と新たな資材
やエネルギー源の確保が求められてい
る。
京都府南丹市の主催で、１０月２１日に
「バイオガスサミット２０２３―次世代型
バイオガスプラントを目指して―」が

お こ っ ぺ

開催された。当日、北海道興部町が、
「農業地帯のまちづくりとバイオガス」
と題して発表を行ったので、その概要
を紹介する。
〇乳用牛のふん尿から資源を
興部町では、１６年１１月にバイオガス
プラント（プラントの発酵層の中で自
動的に家畜ふん尿などの処理を行うシ
ステム。発酵の過程でメタンガスや熱
が発生する）を竣工した。原料は家畜
ふん尿や下水汚泥、生ゴミ、食品加工
残さを利用している。
乳用牛のふん尿は水分量が多いた

た い

め、堆肥化の際に発酵が未熟で、堆肥
として利用すると雑草の種が拡散し飼
料の雑草混入率が上がることなどが課
題だったため、飼料品質の向上を図る
ために始めた取り組み。現在は液肥か

し ぼ

らしぼった搾りかすは敷料のみに利用
しており、水分は６０％程度となってい
る。液肥は良質な肥料として利用され
ている。
〇今後のさらなる活用
図のとおり、興部町では、町ぐるみ
でバイオガスのさらなる活用を目指
し、取り組みを進めている。バイオガ
スのメタンから、飼料の添加剤にもな

る「ギ酸」や、「メタノール」を製造
し、電気や水素を発生させて新たな化
石燃料代替エネルギーを生産する。ま
た、防災対策としての電源の確保を目
指すことも含め、活用の幅の拡大を目
指していく。
乳用牛のふん尿がエネルギーとなっ
て、町ぐるみで人を支える生活資源と
なることを期待したい。

寒い時期には牛乳の消費量が減少す
るため、牛乳の消費を喚起する必要が
ある。Ｊミルクは「＃私のミルク鍋」
キャンペーンを実施し、年末年始の牛
乳の消費促進に取り組む。
キャンペーンの開催期間は、２３年１２
月１５日～２４年１月３１日。参加方法・手
順は、①Ｊミルクの公式ＳＮＳをフォ
ロー②「ミルク鍋」を作る③作ったミ
ルク鍋の写真や動画を撮影④ハッシュ
タグ「＃私のミルク鍋」を付けて投稿
―となっている。
牛乳を使ったものであればどんな鍋
料理でも参加できる。同じ写真を投稿
することはできないが、期間中は何度
でも投稿することができるので、牛乳
を使った様々な種類の鍋を試してみた
い。
参加者の中から抽選で１０名に両手鍋
とカップのセットが贈られる。今年度
のキャンペーンでは水産庁が設けてい
る「さかなの日」や「全国豆腐連合会」、
「日本豆腐協会」ともコラボしており、

魚介類や豆腐類をミルク鍋に使って楽
しむことも提案している。
Ｊミルクのホームページからは、「麻
婆牛乳鍋」や「とろ～りチーズの洋風
ミルク鍋」などのレシピも見ることが
できる。これらのレシピを参考に、冬
場の寒さを栄養たっぷりの牛乳鍋で元
気に乗り切りたいものである。

コーヒー粕を敷料に
水分率低下で全量置き換えも

生コーヒー粕にモミガラを混ぜて水分を
５５％未満に調整した敷料

Ｊミルク「私のミルク鍋プロジェクト」開催
年末年始は牛乳でお鍋を

出典：Ｊミルク

フリーバーン乾乳舎でのコーヒー
粕敷料の使用の様子（敷料入れ替
え後に撮影）

写真・図ともに農研機構の資料から

興部町 再生エネルギーの未来へ
バイオガスサミット２０２３in京都

多面的な機能があるバイオガスプラント 北海道興部町の資料から
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島根県畜産技術センターでは以前、
黒毛和種去勢牛の２６ヵ月齢出荷肥育体
系での発酵ＴＭＲ（混合飼料）の給与
効果を検証した。２９ヵ月齢出荷の慣行
区と同等の肥育成績で、短期肥育に有
効な飼料給与体系であることが示され
ている。
さらに、粗飼料をイネＷＣＳに置き
換えた発酵ＴＭＲを全期間給与したと
ころ、肉質等級の５等級割合の低下が
課題となった。
そこで同センターは、発酵ＴＭＲの
原料にイネＷＣＳを用いた給与体系
で、ビタミンＡ（以下、ＶＡ）コントロ
ールを可能にすることを目的に、肥育
中期（１４～２０ヵ月齢）にイネＷＣＳの
配合を中断し、血漿中ＶＡ濃度の推移
と肥育成績に及ぼす影響を検討した。
方法
８ヵ月齢の黒毛和種去勢牛８頭を供
試し、２６ヵ月齢まで発酵ＴＭＲ給与体
系による肥育管理を行った。
イネＷＣＳを肥育全期間給与する

「全期間区」に４頭、肥育中期にイネ

ＷＣＳを給与しない「制限区」に４頭
を配置。発酵ＴＭＲの内容は表１の通
り。両区それぞれ、イネＷＣＳ配合の
発酵ＴＭＲを用い、８～１３ヵ月齢には
前期ＴＭＲ、１４～２６ヵ月齢には後期Ｔ
ＭＲを給与した。制限区は、１４～２０ヵ
月齢にイネＷＣＳを配合しない中期Ｔ
ＭＲを給与し、その他の期間は全期間
区と同じ発酵ＴＭＲを給与した。
すべての発酵ＴＭＲは水分が４３％と
なるよう原料に加水し、ＴＭＲミキサ
ーで混合した。これをフレコンバック
内のビニール袋に投入して脱気・密封
し、３週間以上発酵貯蔵したものを飽
食給与した。ＶＡ濃度が５０IU／dl 以下
の個体には、ＶＡＤ３Ｅ製剤をＶＡとし
て１０万 IU、経口投与にて補給し
た。
結果
制限区のＶＡ濃度は、イネＷＣ
Ｓの配合を中断した１５ヵ月齢以降
低下し、全期間区と比べて有意に
低く推移した（図）。また、制限
区ではイネＷＣＳを中断していた
１５～２１ヵ月齢まではＶＡ濃度が６０

IU／dl 以下に抑えられており、肥育中
期のイネＷＣＳ配合の中断でＶＡコン
トロールが可能であることが示され
た。なお、ＶＡの補給は肥育中期の間に
全期間区で２回、制限区で６回行った。
肥育期間中の飼料摂取量と発育は表
２の通り。乾物摂取量は、全期間区よ
りも制限区で高い傾向にあり、肥育全
期間の日増体重（D.G.）も制限区の方
が高かったため、肥育中期にイネＷＣ
Ｓ配合を中断したことによる飼料摂取
量や発育への悪影響はないことが示さ
れた。
枝肉成績は表３の通り。肉質等級４
以上率は制限区が全期間区と比べて高
い値となった。制限区のＶＡ濃度は、

１５～２１ヵ月齢まで８０IU／dl 以下にコ
ントロールされたが、BMSNo.に有意
な差は認められなかった。
また、イネＷＣＳ配合の中断による
胸最長筋中ビタミンＥ含量の低下は見
られず、イネＷＣＳを肥育全期間配合
した場合と同等の肉の変色防止効果が
期待できることが示された。
同センターは、肉質等級やBMSNo.
改善の効果がなかった理由について、
肥育後期の飼料中エネルギー含量が不
足しており、脂肪交雑向上効果が十分
に得られなかった可能性を挙げてい
る。そのため、エネルギー含量を高め
た発酵ＴＭＲメニューの設計を今後の
課題としている。

畜産・酪農に携わる女性たちが設立
した「全国畜産縦断いきいきネットワ
ーク」の２３年度大会が１０月２３日、都内
で現地開催された。ここ数年はコロナ
禍の影響で、開催の見送りやオンライ
ン開催が続いていた。
今年のテーマは「畜産に未来を託し
て～次世代が継ぎたくなる畜産業であ
るために～」。生産者・関係者など計
１０４名が参加した。基調講演のほか、各

会員が畜産の将来像や、次世代につな
いでいくために大切にしたいと思って
いることを１人３分程度で意見発表し
た。
久保香代子氏（埼玉・肉用牛）は、

「エサも高い、資材も高い、牛肉安い、
子牛も安いと八方塞がりで滅入ること
も多いが、生産者のみんなは国民の食
料生産を支えていると誇りを持って頑
張っていきましょう」と語った。他の

参加者からも様々な意見が出され、全
国の畜産女性の励みになるような発表
が行われた。

最後に、久保氏（同）による大会宣
言が満場一致で採択され、久々の大会
は盛会裏におわった。

農畜産業振興機構は１２月１４日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２３年１０月分、概算払）
を公表した。
交雑種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。
肉専用種は４１都道府県で発動した。乳
用種は、先月に引き続き発動しなかっ

た。
交付金単価（１頭当たり）は、交雑
種が４万４５９８．８円（前月は５万３０６５．８
円、確定値）となっている。
前月分と比べると、交雑種は販売価

格が下落したが、素畜費も下落したこ
とに加え概算払いのため、交付金は減
額となった。
また、同機構は牛マルキン（２３年７
～９月分、確定値）の交付金単価を再

修正すると公表した。
修正されたのは、肉専用種（北海道）
と交雑種の９月確定値。交雑種は、９
月確定値の交付金単価が、４万５２４７．５
円から５万３０６５．８円に修正された。
同機構は、交付金単価の変更に伴い、
速やかに追加分を振り込めるように手
続きを進めるとしている。

表３ 枝肉成績
全期間区（n＝４） 制限区（n＝４） ｐ値

枝肉格付成績
枝肉重量 （㎏） ４８５．９±２１．５ ５０９．９±３７．０ ０．３１
胸最長筋面積（㎠） ５９．３±８．８ ６２．５±９．０ ０．６２
ばらの厚さ（㎝） ８．０±０．５ ８．８±０．５ ０．０７
皮下脂肪の厚さ（㎝） ２．５±０．３ ２．４±０．５ ０．８６
歩留基準値 ７４．２±１．１ ７４．９±０．７ ０．３３
BMS № ５．５±１．３ ５．８±０．５ ０．７３
BFS № ４．８±０．５ ３．５±０．５８ ０．０２
肉質等級４以上率 ３／４（７５％） ４／４（１００％） ―
肉質等級５率 ０／４（０％） ０／４（０％） ―

数値は平均±標準偏差を示す。
※可消化養分総量は日本標準飼料成分表（２００９年版）に基づく推定値

図・表は島根県畜産技術センター研究報告４６，１-７から一部改変して引用

表２ 飼料成分摂取量と発育
全期間区（n＝４） 制限区（n＝４） ｐ値

摂取量（㎏）
乾物 ４３７１±２５ ４７３１±１５６ ０．０８
粗タンパク質 ６４２±１ ６７８±２１ ０．１４
可消化養分総量 ３１７１±２３ ３３６５±１０６ ０．１３
体重（㎏）
肥育開始時（８ヵ月齢） ２６５±１４ ２６９±３１ ０．８２
肥育前期終了時（１４ヵ月齢） ４９２±５ ４９０±４５ ０．９２
肥育中期終了時（２１ヵ月齢） ６９４±２２ ６９７±７０ ０．９５
肥育終了時 ７９０±５８ ８１１±７１ ０．６６
日増体重（㎏／日）
肥育前期（８―１３ヵ月齢） １．２５±０．０７ １．２３±０．１０ ０．７７
肥育中期（１４―２０ヵ月齢） ０．９６±０．１２ ０．９７±０．１２ ０．９０
肥育後期（２１ヵ月齢―肥育終了時） ０．６９±０．３６ ０．８４±０．１３ ０．４６
肥育全期間（８ヵ月齢―肥育終了時） ０．９９±０．１５ １．０３±０．１０ ０．６７

数値は平均±標準偏差を示す。
※可消化養分総量は日本標準飼料成分表（２００９年版）に基づく推定値

表１ 発酵 TMRの原料構成割合と成分含量
前期TMR 中期TMR 後期TMR

飼料構成（乾物中％）
濃厚飼料 ６５．７ ７８．９ ７９．６
粗飼料 ３４．３ ２１．０ ２０．４
粗飼料中のイネWCS割合 ７２．９ ５７．４
成分含量（乾物中％）
粗タンパク質 １５．９ １１．５ １２．１
中性デタージェント繊維 ４１．３ ３２．６ ３２．２
可消化養分総量 ６６．１ ７４．０ ７４．７

※可消化養分総量は日本標準飼料成分表（２００９年版）に基づく推定値

肥育
中期 イネWCS中断で肥育
中期 イネWCS中断で
ビタミンＡコントロールビタミンＡコントロール
黒毛去勢短期肥育体系で

２年ぶりの開催、全国から畜産女性集う
全国畜産縦断いきいきネットワーク大会

交雑種で発動、乳用種は発動せず
牛マルキン１０月分、先月分訂正
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

１１月２３日、入間市（埼玉県）の「彩
の森入間公園」で入間市農業まつりが
開催された。地元産の農畜産物の販売
が目的で、今年で５１回目となる。
同イベントには、戦後開拓農家であ

ひ ろ ゆ き ま さ と し

る、中村博行さんと石田昌俊さん（共
にジャパンビーフ農協所属）が出店し、
自らが生産した「彩の夢味牛（交雑種）」
の販売が行われた。肩ロースとひき肉
のパックを販売し、２人の呼びかけに
多くの来場者が足を止め、購入。当日
中に完売し、盛況のうちに終了した。
彩の夢味牛は、夢味牛生産部会員が
埼玉県内で肥育した交雑種と黒毛和種

のこと。「彩の国夢味牛認定基準」を
すべてクリアすることで命名できるブ
ランド牛。BSEの発生や偽装表示など
により消費者の不安が高まったことを
機に、当時の埼玉県開拓農業協同組合
連合会と夢味牛生産部会が、消費者へ
安全でおいしい牛肉を提供することを
目的として同ブランドを立ち上げた。
すべての牛に統一されたブランド用

肥育配合飼料（分別された非遺伝子組
み換えのトウモロコシ、大豆油粕が原
材料）を給与して肥育している。また、
ハサップ方式の考え方を取り入れた
「彩の国畜産物生産ガイドライン」に
基づいた、夢味牛飼養管理台帳による
衛生管理などにも取り組んでいる。

同ブランド牛は、埼玉県内の飲食店
や県外の量販店などにも流通してお
り、好評を得ている。生産農場は現在、
中村さんと石田さんの２農場のみとな
っているが、２２年度の出荷頭数は２４９頭
となっており、今もブランドを継続し
ている。

消費は活発にな
るが、低価格志
向は変わらず

年末商戦が１２月の中旬まで続き、相
場は活発な動きとなっている。来年の
初セリが１月９日と、例年より長い休
みとなるので、手当は長引く可能性も
ある。
年末年始の新幹線予約数がコロナ禍
前を上回っているというニュースがあ
り、人の動きは活発になっているよう。
【乳去勢】１１月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、７９１円（前年同月比７１％）と
なり、前月より３７円下がった。年末商
戦に入り、和牛や交雑種の引き合いが
入り、やや乳去勢の動きは鈍いよう。
【Ｆ₁去勢】１１月の東京食肉市場の交
雑種去勢税込み枝肉平均単価は、Ｂ３
が１５２４円（同１０１％）、Ｂ２が１３２０円

（同９９％）だった。前月に比べ、Ｂ３
は１０２円上がり、Ｂ２も１００円上昇した。
１２月に入ってからはＢ３で１６００円を超
える日が多くなってきた。
【和去勢】１１月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２２５０円（同９５％）、Ａ３が１９６４円（同
９１％）だった。前月に比べ、Ａ４が１９２
円、Ａ３は１５３円それぞれ上がった。１２
月中旬までは、Ａ４で２４００円台後半で
の推移となっている。
【輸入量】農畜産業振興機構は１２月
の輸入量を総量で３万６４００ｔ（同９７％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万５７００ｔ（同
１０２％）、冷凍品が２万７００ｔ（同９４％）。
冷蔵品は豪州産が増加することなどか
ら、前年をやや上回ると予測。冷凍品
は依然として前年を下回るよう。
【出荷頭数】１２月の出荷頭数は、和
牛５万２４００頭（同１１２％）、交雑種２万

４７００頭（同１０８％）、乳用種２万６８００頭
（同９７％）と、和牛、交雑種で前年を
上回る出荷頭数となる見込み。
消費動向は、やや活発になっている
が、低価格志向が緩和されたわけでは
ないので、年始からの動きは伸び悩む
可能性が高い。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が８００～９００
円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１７００～１８００円、同Ｂ
３が１５００～１６００円、同Ｂ２が１３００～
１４００円、和牛去勢Ａ４が２３００～２４００円、
同Ａ３が２０００～２１００円での推移か。

鍋物需要が活発
で、出荷頭数増
でも堅調に推移

１１月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５１９円（前年同月比
９２％）、中物は５０７円（同９１％）となっ
た。前月に比べ上物が４１円、中物が３７
円それぞれ下がった。
１２月に入ると、上物が６００円を超える
動きとなっており、相場は持ち直して
きている。鍋物需要も本格的となって

きた。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
１２月は１４８万頭（前年
同月比１０１％）で、前
月とほぼ同数となる
見込み。猛暑による
頭数減も解消され、
前年を超える出荷頭
数が見込まれる。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、１２月の輸入量は
総量で７万２００ｔ（同

１０２％）と、前月よりやや減少する見込
み。内訳は、冷蔵品３万１６００ｔ（同
１１９％）、冷凍品３万８６００ｔ（同９１％）。
冷凍品は、国内在庫が多いこともあり、
かなり下回る見込み。
出荷頭数は増加するが、輸入は抑え
られており、相場は今後も堅調に推移
していきそう。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５００～６００円、
中物も５００～６００円で推移か。

肉牛出荷増加で
導入活発となり
子牛価格が堅調

【スモール】１１月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が５万５８８７円（前年同
月比２１０％）、Ｆ₁（雄雌含む）は７万６３１８
円（同８１％）となった。前月に比べ、
乳雄は１万６９７円上昇し、Ｆ₁も６９４３円
の上昇となった。
肉牛の出荷頭数が増え、牛舎の空き
が増えるために導入が活発になってき
ている。
【乳素牛】１１月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が

１８万３７３１円（同１２８％）、Ｆ₁去勢は３４万
９８５７円（同９６％）だった。前月に比べ
乳去勢は１１９１円上げ、Ｆ₁去勢も１万
８１７１円上昇した。
Ｆ₁去勢は肉牛農家の出荷増に伴う

回転導入が活発となり、しばらくは堅
調な推移とみられる。
【和子牛】１１月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
５７万１４６３円（同８５％）で、前月より２万
６０５４円のプラスとなった。
前回の見通しと異なり、肉牛農家の
導入が活発となったため、堅調な動き
となった。もうしばらくは堅調な推移
となるが、枝肉相場の来月以降の上昇
があまり見込めないので、素牛価格も
落ち着いてきそう。

１１月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ４０３ ５１２ ３０６ ３１６ １８７，５１０ １８５，８７４ ６１３ ５８８
Ｆ１去 ２，１３３ ２，２４１ ３３８ ３３９ ３５３，７２２ ３３１，７８５ １，０４７ ９７９
和去 ２，４９０ ２，４６２ ３３６ ３３４ ６２８，３４８ ６０７，４７５ １，８７０ １，８１９

東 北
乳去 ― ２ ― ２９６ ― ６６，５５０ ― ２２５
Ｆ１去 １ ４ ２７１ ２９６ １２３，２００ １２５，１２５ ４５５ ４２３
和去 ２，６１７ ２，３９８ ３２０ ３２１ ５５９，２３４ ５６３，１４０ １，７４９ １，７５６

関 東
乳去 ２ １ ２８４ ２０１ １００，１００ ３８，５００ ３５２ １９２
Ｆ１去 １３０ １６１ ３５０ ３４５ ３４３，９３６ ３３１，１４８ ９８３ ９５９
和去 ７５８ ９９５ ３２３ ３１４ ６２７，１３２ ５５８，１４７ １，９４４ １，７７５

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ７４ ８９ ２６０ ２９４ ４９８，７９１ ６０７，０８９ １，９１８ ２，０６５

東 海
乳去 １ １ ３６９ ２８３ ５７，２００ ３，３００ １５５ １２
Ｆ１去 ５７ ４１ ３１１ ３３３ ２９９，５２８ ３０５，６３９ ９６３ ９１８
和去 ４７１ ２１３ ２８９ ２６９ ５９５，４７８ ５８８，３８１ ２，０５８ ２，１８５

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ４５３ １７２ ２６７ ２５８ ８４９，９４８ ８４７，０３２ ３，１８１ ３，２７７

中 四 国
乳去 １５ １５ ２９９ ３１２ １１０，３６６ １２２，３２０ ３６９ ３９２
Ｆ１去 ２４８ ３００ ３３４ ３３０ ３４２，６１０ ３３３，５５３ １，０２５ １，０１１
和去 ７２６ ７９６ ３０６ ３０６ ５３３，３３２ ５１４，００５ １，７４１ １，６７８

九州・沖縄
乳去 ２ ３ ３３２ ３１５ １１９，３５０ ９９，７３３ ３５９ ３１７
Ｆ１去 ３６８ ２９９ ３３６ ３４２ ３４２，８３８ ３３５，６９５ １，０２１ ９８２
和去 １０，５７９ ８，８８７ ２９７ ２９９ ５４７，２４１ ５１７，３３２ １，８４０ １，７２８

全 国
乳去 ４２３ ５３４ ３０６ ３１５ １８３，７３１ １８２，５４０ ６００ ５７９
Ｆ１去 ２，９３７ ３，０４６ ３３８ ３３８ ３４９，８５７ ３３１，６８６ １，０３５ ９８１
和去 １８，１６８ １６，０１２ ３０６ ３０８ ５７１，４６３ ５４５，４０９ １，８６８ １，７７１

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

さい ゆめ み

「彩の夢味牛」入間市農業まつりで販売
中村さん・石田さん（埼玉：JB農協）が出店

左：中村さん 中央：石田さん
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